
 
 

  

           

                      

 

 

せ
ん
断
開
始
を
示
す 

主
排
気
筒
モ
ニ
タ 

 

第
二
ス
テ
ッ
プ
開
始
を
受

け
て
、
日
本
原
燃
（
株
）
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
十
八

日
か
ら
使
用
済
み
核
燃
料
の

せ
ん
断
が
開
始
さ
れ
た
こ
と

を
示
す
、
モ
ニ
タ
の
変
化
が

あ
ら
わ
れ
始
め
ま
し
た
。 

六
ヶ
所
工
場
の
主
排
気
筒

の
放
射
能
数
値
（
ｐ
ｐ
ｍ
）

を
示
す
「
Ａ
１
」
と
い
う
モ

ニ
タ
に
は
、
十
八
日
午
前
十

一
時
半
か
ら
十
九
日
午
前
一

時
頃
ま
で
に
六
回
の
波
形
の

山
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は 
一
体
〇
・
四
六
ト
ン
の

使
用
済
み
核
燃
料
が
六
体
、

約
二
・
七
六
ト
ン
切
断
さ
れ

た
こ
と
を
示
し
ま
す
。 

 西
側
三
六
〇
㍍
地
点
の

モ
ニ
タ
ー
に
異
常
値 

 

こ
の
せ
ん
断
開
始
の
あ
と

に
、
主
排
気
筒
か
ら
西
に
三

六
〇
㍍
離
れ
た
「
Ｅ
モ
ニ
タ
」

（
高
レ
ベ
ル
廃
棄
物
貯
蔵
管

理
セ
ン
タ
ー
シ
ャ
フ
ト
モ
ニ

タ
）
に
、
午
後
十
一
時
〜
十

二
時
に
か
け
て
、
通
常
時
の

二
倍
弱
の
放
射
能
値
が
観
測

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
変
化
に

つ
い
て
、
青
森
県
内
外
の
市

民
が
日
本
原
燃
（
株
）
に
電

話
で
問
い
合
わ
せ
ま
し
た
が
、

担
当
者
は
「
無
風
状
態
の
た

め
、
主
排
気
筒
か
ら
出
た
放

射
能
が
貯
蔵
建
屋
に
浸
入
し

た
た
め
」
と
答
え
た
と
い
わ

れ
ま
す
。 

 

主
成
分
の
、
重
い
ク
リ
プ

ト
ン
を
含
む
放
射
性
ガ
ス
の

塊
は
一
五
〇
㍍
の
主
排
気
筒

（
エ
ン
ト
ツ
）
か
ら
地
上
に

ま
で
降
下
滞
留
し
た
こ
と
に 

            
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

な
り
、
原
燃
の
「
高
空
に
拡 

散
す
る
か
ら
安
全
」
と
い
う

説
明
は
崩
れ
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
の
異
常
値
の
あ
と
、

せ
ん
断
作
業
は
一
週
間
以
上

停
止
さ
れ
て
い
る
模
様
で
す
。 

 

ト
リ
チ
ウ
ム 

四
四
兆
ベ
ク
レ
ル 

 

海
洋
放
出 

 
 

七
月
定
期
報
告 

日
本
原
燃
（
株
）
は
、
八

月
二
九
日
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
「
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
定

期
報
告
書
」
を
発
表
し
ま
し

た
。
七
月
の
海
洋
放
出
液
中

の
ト
リ
チ
ウ
ム
は
、
四
四
兆

ベ
ク
レ
ル
で
、
こ
れ
ま
で
の

累
計
は
六
七
兆
ベ
ク
レ
ル
に

な
り
ま
し
た
。 

四
四
兆
ベ
ク
レ
ル
は
、
六

百
ト
ン
タ
ン
ク

九
杯
分
と
推
定

さ
れ
、
六
月
ま

で

の

放

出

量

（
二
十
三
兆
ベ

ク
レ
ル
）
の
約

二
倍
で
す
。「
経

口
致
死
量
」
と

し
て
計
算
す
る

と
、
約
一
一
三 

人
分
と
計
算
出 

 
 
 
 

来
ま
す
。 
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日
本
原
燃
（
株
）
は
、
各
地
で
高
ま
る
反
対
の
声
を
無
視
し
て
、

八
月
十
二
日
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
第
二
ス
テ
ッ
プ
を
開
始
し
ま
し
た
。

移
行
期
間
（
ホ
ー
ル
ド
ポ
イ
ン
ト
）
を
除
き
約
二
ヶ
月
半
の
予
定
で
、

お
よ
そ
六
〇
ト
ン
の
使
用
済
み
核
燃
料
を
硝
酸
処
理
し
て
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
を
取
り
出
す
と
し
て
い
ま
す
。 

「
三
陸
の
海
を
放
射
能
か
ら
守
る
岩
手
の
会
」
は
十
七
日
、
県
庁

県
政
記
者
ク
ラ
ブ
室
で
記
者
会
見
を
行
い
、「
第
一
ス
テ
ッ
プ
に
お
い

て
多
量
の
ト
リ
チ
ウ
ム
を
海
に
流
し
、
再
処
理
工
場
内
被
曝
事
故
に

つ
い
て
も
説
明
責
任
を
果
た
し
て
い
な
い
。
こ
の
ま
ま
で
の
、
第
二

ス
テ
ッ
プ
突
入
は
許
さ
れ
な
い
」
と
の
抗
議
文
を
発
表
し
ま
し
た
。

抗
議
文
は
、
郵
送
と
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
日
本
原
燃
（
株
）、
原
子
力
安
全
・

保
安
院
、
青
森
県
、
六
ヶ
所
村
に
送
り
ま
し
た
。 

抗
議
文
発
表
記
者
会
見 

 
 
 
 
 

岩
手
県
庁 

Ｅモニタ→ 
１８日真夜

中、「７５０」

ほど数値を

示しました  

主排気筒 

↓モニタ 

日
本
原
燃
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 



『
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
は 

岩
手
に
何
を
も
た
ら
す
の
か
』 

 

京
都
大
学
原
子
炉
実
験
所 

 
 
 
 
 
 

小
出
裕
章
さ
ん
講
演
会 

 
 
 

時 

九
月
三
〇
日
（
土
）
十
三
時
半
〜
十
六
時 

 
 
 
 

所 

盛
岡
市
勤
労
福
祉
会
館
大
ホ
ー
ル 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
紺
屋
町
・
東
北
電
力
向
か
い
） 

 
 
 
 
 

主
催 

 

講
演
会
開
催
百
人
委
員
会 

  
 

豊
富
な
放
射
能
測
定
研
究
に
裏
付
け
ら
れ
た
体
内
被
曝
の
メ
カ 

ニ
ズ
ム
を
知
る
第
一
人
者
、
小
出
裕
章
先
生
は
「
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム 

は
微
量
で
も
危
険
」
と
警
告
し
て
い
ま
す
。 

 
 

三
陸
の
海
に
放
射
能
が
流
さ
れ
た
場
合
、
如
何
な
る
影
響 

 

を
受
け
る
の
か
、
岩
手
県
民
の
疑
問
に
答
え
る
講
演
会
で
す
。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
  

 

い
わ
て
生
協
主
催
の
学
習 

会
が
、
八
月
十
七
日
、
い
わ

て
生
協
ベ
ル
フ
青
山
店
で
行

わ
れ
、
生
協
組
合
員
を
中
心

に
三
二
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

生
協
と
し
て 

声
を
挙
げ
て
ゆ
く 

ま
ず
は
、
副
理
事
長
の

佐
々
木
み
ど
り
さ
ん
が
挨
拶

を
行
い
、
そ
の
中
で
い
わ
て

生
協
と
し
て
日
本
原
燃
（
株
）

と
岩
手
県
知
事
に
要
望
書
を

提
出
し
た
こ
と
や
ア
ン
ケ
ー

ト
で
組
合
員
の
不
安
の
声
が

上
が
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を

報
告
し
、
今
後
も
組
合
員
に

対
し
て
情
報
提
供
を
行
い
、

生
協
と
し
て
の
声
を
上
げ
て

い
く
と
述
べ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
講
師
の
永
田
文
夫
さ
ん

が
、
英
仏
の
再
処
理
工
場
周

辺
で
起
こ
っ
て
い
る
放
射
能

汚
染
や
六
ヶ
所
で
ア
ク
テ
ィ

ブ
試
験
開
始
直
後
か
ら
連
続

し
て
起
こ
っ
て
い
る
事
故
な

ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。 

 学
習
や
映
画
上
映
会
を 

 

進
め
た
い 

 

参
加
者
の
一
人
、
新
田
文

子
さ
ん
（
エ
コ
ロ
ジ
ー
と
フ

ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
お
店
・
お

い
も
の
せ
な
か
）
は
次
の
よ

う
な
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。 

「
会
員
の
多
い
生
協
さ
ん
が

こ
の
問
題
に
積
極
的
に
動
い

て
く
れ
る
こ
と
を
心
強
く
思

い
ま
す
。
永
田
さ
ん
の
お
話

は
わ
か
り
や
す
く
、
た
く
さ

ん
の
資
料
は
と
て
も
参
考
に

な
り
ま
し
た
。
私
も
、
も
っ

と
勉
強
し
て
私
の
や
っ
て
い

る
お
店
の
お
客
さ
ん
に
も
伝

え
て
い
き
、
再
処
理
工
場
本

格
稼
働
を
な
ん
と
し
て
も
食

い
止
め
た
い
と
意
を
新
た
に

し
ま
し
た
。
今
後
の
企
画
を

お
知
ら
せ
頂
け
れ
ば
お
店
の

方
で
も
Ｐ
Ｒ
、
配
布
な
ど
で

き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
」 

学
習
会
終
了

後
に
は
、
映
画
「
六
ヶ
所
村

ラ
プ
ソ
デ
ィ
ー
」
の
上
映
会

を
い
わ
て
生
協
で
企
画
す
る

た
め
の
話
し
合
い
が
な
さ
れ

ま
し
た 

放
射
能
影
響
調
査
を 

岩
手
県
の
独
自
で 

 
 
 
 

い
わ
て
生
協 

 

い
わ
て
生
協
（
池
田
和
昌

理
事
長
）
は
、
八
月
一
日
、

佐
々
木
み
ど
り
副
理
事
長
ら

八
人
が
県
庁
を
訪
れ
、
六
ヶ

所
村
再
処
理
工
場
に
つ
い
て

の
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。 

菊
池
秀
一
県
環
境
福
祉
部

長
に
手
渡
し
た
要
望
書
の
内

容
は
△
岩
手
県
独
自
で
本
県

沖
の
放
射
能
影
響
調
査
、
監

視
を
行
う 

△
第
二
ス
テ
ッ

プ
へ
の
移
行
は
事
故
原
因
究

明
の
後
に
、
な
ど
で
し
た
。

菊
池
部
長
は
、
岩
手
沖
ま
で

の
調
査
の
拡
大
を
国
に
、
説

明
責
任
を
果
た
す
よ
う
日
本

原
燃
（
株
）
に
、
求
め
て
い

る
と
答
え
ま
し
た
。 

種
市
周
辺
の
コ
ン
ブ
を
採

取
し
放
射
能
値
を
調
査 

 

岩
手
県 

岩
手
県
は
八
月
二
五
日
、

文
部
科
学
省
の
委
託
事
業
と

し
て
、
洋
野
町
種
市
港
周
辺

で
採
集
し
た
海
藻
の
放
射
能

水
準
を
調
査
し
始
め
ま
し
た
。 

 

県
環
境
保
健
研
究
セ
ン
タ

ー
で
は
、
七
月
に
採
取
し
た

海
底
土
と
海
水
を
放
射
能
水

準
の
調
査
に
回
し
ま
し
た
が
、

さ
ら
に
、
地
元
漁
協
が
八
月

二
四
日
に
採
取
し
た
一
年
も

の
の
ホ
ソ
メ
コ
ン
ブ
五
キ
ロ

グ
ラ
ム
も
購
入
し
分
析
に
着

手
し
ま
し
た
。
分
析
の
結
果

は
文
部
科
学
省
に
報
告
さ
れ

ま
す
。 

岩
手
の
お
い
し
い
海
産

物
を
守
っ
て
！ 

 
 

関
西
の
三
四
団
体
な
ど 

 
 

大
阪
・
事
務
所
に
要
望 

 

八
月
十
日
大
阪
市
内
に
あ

る
岩
手
県
事
務
所
に
、「
三
陸

の
お
い
し
い
海
産
物
を
放
射

能
か
ら
守
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
い
う
署
名
簿
を
携
え
た
十

五
人
の
市
民
が
訪
れ
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ら
の
市
民
は
、
関
西

の
消
費
者
団
体
な
ど
三
四
団

体
と
百
四
人
の
賛
同
者
の
代

表
で
、「
三
陸
の
メ
カ
ブ
や
さ

し
み
ワ
カ
メ
は
と
て
も
お
い

し
い
。
岩
手
県
は
、
放
射
能

汚
染
を
許
さ
な
い
で
ほ
し

い
」
な
ど
の
要
望
を
岩
手
県

事
務
所
に
提
出
し
ま
し
た
。 

サ
マ
ー
ラ
イ
ブ
雫
石
で 

 
 

再
処
理
パ
ネ
ル
展
示 

岩
手
の
会 

８月６日カンカン照りの強い陽

射しのもと、サマーライブ・コンサ

ート雫石が、役場隣接の広場で開催

されました。若手ミュージシャンの

熱演が続き、フリーマーケット、手

作り手ぬぐいコンテストなどが行

われました。「岩手の会」は「六ヶ

所再処理で海を汚さないで！」の 

ライブメッセージを届けるため、テ

ント展示会を開催しました。 

 


